
《表彰分野内訳》

＜昭和25年度（第1回）～令和5年度（第74回）の表彰状況＞　◇表彰者総数　204名

    ◆学芸文化部門　　　（学術・教育・芸術等） 75名

    ◆政経文化部門　　　（政治・経済・産業等） 37名

    ◆保健体育文化部門　（保健・体育・医療等） 47名

    ◆社会文化部門　　　（福祉・環境・社会道徳等） 45名

延岡市文化功労者表彰状況
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回 年度 氏　　　名 表彰部門 主　な　功　績

　 権藤　正行 社会文化 僧侶としての教化活動及び郷土史書の著作

昭和 佐藤　和七郎 政経文化 「延岡新聞」の創刊及び「明善館」の建設並びに郷土作家の出版協力

25年 中西　松汀 学芸文化 書道文化の普及・振興

小嶋　政一郎 学芸文化 教育書、郷土史書の編纂刊行

香春　建一 社会文化 僧侶としての教化活動及び宗教書、西郷研究書の著作

黒木　貞雄 学芸文化 版画家としての制作活動及び延岡美術クラブ結成

越智　溪水 学芸文化 歌人としての作歌活動、牧水歌碑建立

山本　七郎 政経文化 農業農村の経営研究、岩熊井堰等の改修維持

渡辺　修三 学芸文化 詩人としての詩作活動

山本　幸十郎 保健体育文化 陸上（長距離）競技の指導活動

芦谷　新一 社会文化 新聞記者として活躍し文化連盟会長等の役職を歴任

石川　恒太郎 学芸文化 郷土史蹟の研究、「延岡市史」他の著作

河野　格 保健体育文化 東臼杵郡医師会長を務め、保健文化の基礎を築く

赤坂　芳弥 政経文化 教育者として小学校校長等を歴任

山本　権平 保健体育文化 柔道場の創設、武道の普及振興に寄与

日高　保三郎 社会文化 商工会議所会頭を務める、近海航路の開拓

伊東　和男 政経文化 精農家、蔬（あおもの）菜園芸の研究指導

広島　庫夫 保健体育文化 マラソン選手として日本記録で優勝

海老原　吉之 学芸文化 体育と音楽教育に尽す「ロブスター合唱団」主宰

黒木　済 保健体育文化 延岡医師会長、延岡准看護婦学校長等を歴任

玉井　良男 保健体育文化 旭化成医務課長、「工場衛生」の研究

山村　雪子 学芸文化 音楽教師としてピアノ等の音楽教育に尽力

四倉　富城 保健体育文化 開業医の傍ら学校医、警察医を長年務める

喜多　好之助 政経文化 町議、村長、市議、民事家裁調停委員を歴任

赤田　藤太 保健体育文化 剣道家として武道の普及振興に寄与

赤坂　トモ 学芸文化 華道文化の普及振興

年森　利秋 保健体育文化 柔道場の創設、柔道・相撲の研究指導

入江　弥太郎 政経文化 和牛飼育の奨励、延岡の畜産の基礎を築く

崎川　羊堂 学芸文化 延岡紅渓石硯の製作活動

甲斐　林蔵 政経文化 「万能曳型整型機」を発明し電動機工作に新時代を作る

牧野　光村 学芸文化 書道文化の普及振興、看板業にて市街店舗の美化

興梠　一男 学芸文化 索道を研究し発明特許多数、産業発展に寄与

甲斐　千代磨 学芸文化 歌人としての作歌活動、北日向歌人協会設立

渡部　渡 政経文化 美術工芸、写真作品の制作、指導

水田　軍次 学芸文化 自動車燃料気化器の改良により特許取得

新名　武美 学芸文化 教育家、日本画家として美術界の進展に寄与

石坂　迪 保健体育文化 延岡市医師会長、延岡市公衆衛生推進委員会長等を歴任

江川　林蔵 学芸文化 教育家として活躍、戦時の市政に貢献

山元　藤之助 社会文化 ＰＴＡ啓発、歌作指導、美化活動に尽力

今西　士郎 政経文化 職業訓練所長として教育に尽す「延岡発明研究会」結成

黒木　昭 保健体育文化 陸上選手として100ｍ走、走り幅跳び等に実績
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回 年度 氏　　　名 表彰部門 主　な　功　績

野中　豪雄 社会文化 延岡仏教会長、今山大師銅像を建立し観光に寄与

津野田　まさ 学芸文化 ピアノ講師として音楽文化の育成に努める

桑原　哲明 保健体育文化 剣道家として数々の大会で優勝、天皇杯獲得

福原　銀一 政経文化 石材業の技術を通じて社会公共事業に貢献

牧野　峯雄 政経文化 国鉄職員として鉄道関係の発明・考案多数、俳人として活躍

宇和　博 保健体育文化 陸上（長距離）選手として活躍

谷　　仲吉 政経文化 文化連盟会長、商工会議所会頭、「城山の鐘をつくる会会長」等を歴任

横田　滝雄 政経文化 水産試験場土々呂分場長として水産業発展に功績

宅間　古峰 学芸文化 日本画家として美術界の発展に貢献

谷村　正光 学芸文化 全日本吹奏楽連盟理事等の役職を歴任、音楽文化の向上に寄与

阿南　昇 学芸文化 高校生に珠算の指導を行い、数々の大会で優勝に導く

近藤　知善 保健体育文化 剣道師範として実業団と学校剣道界の発展に寄与

中橋　牟山 学芸文化 「延岡葉琳会」を主唱、延岡の邦楽界の向上に努める

後藤　松生 学芸文化 延岡美術協会を設立、延岡市美展等の開催に尽力

三輪　壽美雄 保健体育文化 競歩選手として日本記録を樹立、東京オリンピック出場

南　　将之 保健体育文化 バレーボール選手として東京オリンピック出場

染矢　信一 保健体育文化 小児科医として活動、へき地無料診療を続ける

岩倉　久雄 保健体育文化 学生剣道連盟創設に尽力、少年剣士の指導に努める

広島　日出国 保健体育文化 マラソン選手として活躍、後進の指導に努める

岩下　察男 保健体育文化 陸上長距離選手として三種目で日本記録を樹立

田村　知学 社会文化 僧侶としての活動の傍ら、幼児教育に尽力

越智　清子 学芸文化 歌人として作歌活動、後進の指導に尽力

佐々木　恒治 学芸文化 鐔（つば）作家として活躍

赤須　廉典 保健体育文化 市学校保健会会長、心臓集団検診方を確立

飯田　林治 学芸文化 郷土の古美術研究探索に専心する

渡部　茂則 保健体育文化 陸上長距離のコーチ、九州一周駅伝で三度の優勝

杉本　清一 社会文化 福祉、社会教育関係の役職を長年務め本市行政に寄与

柳田　宏明 社会文化 学校教育、社会教育、更生保護事業の要職を歴任

松崎　巌 保健体育文化 長年にわたり離島、島野浦島の島民診療に従事

木村　寿 政経文化 綴方教育の推進に貢献する、教育講話活動を行う

石井　秀隣 学芸文化 画家として活躍し本市美術水準の向上に尽した

油井　潔雄 保健体育文化 ４００ｍ障害競走の代表としてメキシコ五輪出場

高田　康雄 保健体育文化 水泳選手として２００ｍバタフライ日本記録樹立

矢北　徳三郎 政経文化 みかん栽培において独自の栽培技術を開発

大神　龍馬 政経文化 橋梁架設に画期的な新工法を開発

日吉　昶 社会文化 保護司として更生保護と、青少年の育成指導に努める

西村　祝一 学芸文化 全国初の少年消防クラブを結成し指導を続ける

小嶋　宏 保健体育文化 延岡柔道会会長、実業団柔道部を監督し青少年に柔道を指導

22 46 甲斐　吉蔵 政経文化 農協理事長、県農地委員等を歴任し農業振興に寄与

　野　誠蔵 社会文化 市公民館連協会長、共同募金会理事、保護司等多方面で活躍

佐々木　秀雄 政経文化 私立高等学校を設立し、教育、産業界の振興に貢献

西田　豊 学芸文化 書道文化の普及・振興、市文化連盟役員として活躍
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回 年度 氏　　　名 表彰部門 主　な　功　績

ガエターナ・フォルニ 政経文化 幼稚園、女子高校、女子短期大学を経営し長年女子教育に尽力

三浦　ミサオ 政経文化 洋裁専門学校を経営し、豊な人間性を持つ女子を育てた

浜本　春雄 社会文化 県下初のボーイスカウト隊を結成し、青少年教育に尽力

伊井　敏夫 保健体育文化 心臓・老人健診、看護婦養成、敬寿園の建設を実施

佐藤　改司 政経文化 農業、農協の振興に寄与

角田　ハマ 社会文化 児童福祉、母子福祉への貢献

三宅　セツエ 社会文化 母子福祉連協会長、老人クラブ連協副会長等を歴任

小林　喜代治 保健体育文化 柔道の普及、振興、後進指導

飯干　重義 学芸文化 書道文化の普及・振興、市文化連盟役員として活躍

中田　久市 社会文化 高齢者福祉の推進

飯干　静雄 政経文化 卸商業センターの設立

塩月　シズ 学芸文化 華道文化の普及・振興、花塚の建立

吉成　昭二 保健体育文化 実業団陸上部のコーチ、監督として優秀な成績を収める

上村　春樹 保健体育文化 モントリオール五輪柔道無差別級金メダリスト

田野　定 学芸文化 書道文化の普及・振興

高久　欣浄 社会文化 未亡人会を設立し未亡人の自立の道を開く等、福祉活動に尽力

金丸　秀美 保健体育文化 長年に渡り医師として診療を行い地域に尽くした

甲斐　幹文 保健体育文化 医師の傍ら、郷土史の調査・研究を行う

片伯部　馨 社会文化 高齢者活動、公民館活動、新生活運動の推進

平田　久光 保健体育文化 医師会長として、医師会館、准看護学校の建設を実現

根岸　幹雄 学芸文化 理科教育に尽すとともに、郷土の動植物の研究を行う

川畑　茂 社会文化 文化連盟会長として文化庁異動芸術祭誘致などを行う

神崎　フミ 社会文化 日本赤十字延岡地区奉仕団を結成、華道の普及・振興

市山　幸作 政経文化 延岡市議、社会福祉協議会長、教育委員等を歴任

平田　広司 保健体育文化 学校教育、社会教育、スポーツ関連の要職を歴任

宗　　猛 保健体育文化 モスクワ五輪マラソン日本代表

小池　初雄 保健体育文化 医師として地域の保健向上に努める「若鮎マラソン」を実施

永野　見幸 社会文化 私財を元に奨学金を貸与、各学校へ教材を寄付

青山　スミ子 学芸文化 日本舞踊の普及･振興

黒木　明 社会文化 農具、民具を収集し一般に公開

小松　信子 学芸文化 俳人として作句活動、全国俳句大会特選等を受ける

林　　シノエ 学芸文化 茶道、華道文化の普及・振興

斉藤　隆人 政経文化 高校教育、老人クラブ育成、短歌指導等

向高　祐興 政経文化 延岡西高初代校長、延岡学園校長等、教育に貢献

大屋　寿太郎 保健体育文化 野球の普及振興活動

千住　サダ 学芸文化 茶道文化の普及・振興

富永　壽夫 社会文化 延岡の先賢について調査研究を行う

廣瀬　タミ 学芸文化 華道文化の普及・振興、花塚の建立、一幅一瓶展の開催

36 60 清永　恕 社会文化 障害児教育施設の整備・拡充と運営に尽力

高橋　寅男 保健体育文化 アマチュアスポーツの振興、青少年の健全育成

相馬　展夫 学芸文化 延岡紅渓石硯の製作活動
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回 年度 氏　　　名 表彰部門 主　な　功　績

伊井　タマエ 社会文化 川柳集の出版、高評価を受ける

北林　友八 政経文化 学校教育に尽力し、完全学校給食の基を開く

渕　　澄夫 社会文化 国際交流活動に努め、青年海外協力隊の推進等

甲斐　国征 保健体育文化 武道の普及･振興、古武道の探求・継承、国際普及

甲斐　勇 学芸文化 郷土史家として古銭、古文書の研究を行う

園田　博典 政経文化 延岡鉄工団地建設委員長として工場の集団化に尽力

松本　節子 政経文化 「のぼり猿」の制作に取り組み伝統工芸を守る

平野　ツル 政経文化 延岡の歴史、女学校史等の語り部として活躍

今田　清一 学芸文化 旧ばんば音頭等の保存伝承・普及拡大に努めた

阿部　勝弥 学芸文化 茶道文化の普及・振興

大野　ハル子 社会文化 婦人団体の連携・研修を目的に婦人団体懇話会の設立

土肥　清三郎 政経文化 岩熊井堰、用水の改修等を行い地域農業に尽くした

西口　良英 政経文化 島浦町漁協理事として離島の水産業発展に尽した

山本　ハツヱ 学芸文化 茶道・華道文化の普及・振興

岩下　基 学芸文化 書道文化の普及・振興

仕田　富佐江 社会文化 視覚障害者の「声の図書」づくりに取り組む

志賀　リツ 政経文化 郷土料理の発掘・伝承、食文化の振興

片寄　良一 学芸文化 書道文化の普及・振興

秋山　栄雄 社会文化 伝統芸能、年中行事、民具、方言等の調査研究

西川　志づ 学芸文化 被服史の調査研究、日本画「白樹会」設立

河野　重喜 学芸文化 史跡、文化財の調査・研究・保護活動

吉田　正實 学芸文化 美術教育、短歌の普及活動

吉田　精孝 保健体育文化 精神科医の傍ら、軟式野球の普及・振興に努める

吉玉　安弘 政経文化 商業の近代化、高速道路整備促進活動

野中　忠雄 社会文化 精神保健の向上、精神障害者の社会復帰活動

川並　俊一 学芸文化 若山牧水の顕彰活動

稲田　正彦 社会文化 城山の鐘守

稲田　ハナ 社会文化 城山の鐘守

谷川　良宣 学芸文化 郷土芸能の発掘・保存･伝承、西南戦争研究

上田　忠彦 政経文化 地場産業の振興、名産品づくり

49 10 堤　　節雄 保健体育文化 薬剤師会の発展に尽し、健康教育の講師を務める

中元寺　昌俊 保健体育文化 ソフトボールの指導・普及

松崎　武壽 学芸文化 写真連盟延岡支部、延岡写真協会等を立ち上げる

後藤　梅雄 学芸文化 市助役、県教育委員長、社会福祉協議会会長等を歴任

山﨑　力子 社会文化 ボランティア協会会長等を歴任し障害者・高齢者福祉の向上に努めた

52 13 甲斐　常美 学芸文化 史跡、文化財の調査・研究・保護活動、郷土史年代表の作成

53 14 杉本　サヱ子 学芸文化 茶道文化の普及・振興

井戸口　スミ子 保健体育文化 離島における助産婦活動

今村　愛子 学芸文化 市民音楽活動の指導・育成

今村　嘉之 学芸文化 珠算文化の普及・振興

大﨑　清 学芸文化 旧延岡藩主内藤家の顕彰活動

児玉　治兵衛 保健体育文化 環境衛生の向上・改善

平野　悟 社会文化 郷土芸能（和太鼓）の伝承活動
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回 年度 氏　　　名 表彰部門 主　な　功　績

江藤　奈保 社会文化 城山ヤブツバキの啓発・保護活動

杉本　喜好 学芸文化 郷土芸能（ばんば音頭）の伝承活動

岩切　隆 学芸文化 延岡神楽の調査・研究・伝承

西村　香枝子 学芸文化 書道文化の普及・振興

吉岡　澄子 社会文化 女性の郷土史学習の推進

黒木　道男 社会文化 高齢者福祉の推進

吉田　千鶴子 学芸文化 民話・昔話などの保存・伝承

59 20 森川　愛介 保健体育文化 軟式野球の普及・振興

德永　明 学芸文化 三川内神楽の伝承活動

黒木　重代司 学芸文化 北川町地域文化の発掘・紹介

61 22 竹森　タツ子 学芸文化 茶道文化の普及・振興

62 23 山口　奈良次郎 学芸文化 北川町山の文化の復興・伝承活動

太田　ヒサシ 社会文化 音訳図書制作など視覚障がい者の福祉の推進

井上　清美 社会文化 女医として地域医療の向上、女性の社会参加推進

山邊　春雄 学芸文化 フラワーフレンズ代表として「花の延岡づくり運動」を推進

川﨑　博則 社会文化 「櫂伝馬踊り」の復興伝承活動

中城　順一 学芸文化 延岡史談会会長として郷土史の研究・学習活動に尽力

早瀬　純一郎 社会文化 柔道の普及・振興。ボランティア活動を通して北川町の一体感醸成に尽力

塩月　眞 学芸文化 延岡における若山牧水の顕彰活動に尽力

山口　トヨ子 社会文化 延岡市赤十字奉仕団として永きにわたる社会奉仕活動

坂本　純一 社会文化 内藤家の顕彰活動に尽力、野口遵顕彰会事業に貢献

岩切　俊秀 学芸文化 郷土芸能「伊形花笠踊り」の保存・伝承に70余年にわたり尽力

梅野　恭一 学芸文化 本市の音楽文化の振興と発展に貢献

東　行男 保健体育文化 宮崎県全体のソフトボールの普及振興に尽力

那須　演之 社会文化 「延岡住みよい町づくり協議会」の活動など、本市のまちづくりに貢献

山口　尊將 保健体育文化 県内サッカー競技の普及と振興に尽力

金丸　惠一 政経文化 地域産業の振興、経済活性化に尽力

松田　庄司 社会文化 「天下一ひむか桜の会」の活動など、本市のまちづくりに貢献

武田　弘子 学芸文化 友禅染と宇宙に関する活動や「コットンロードプロジェクト」等に尽力

山本　俊幸 政経文化 異業種交流や「延岡少年少女発明クラブ」設立などものづくり分野に貢献

山﨑　洋一 学芸文化 神楽による地域おこし、伝統文化の伝承に尽力

植田　清行 社会文化 各種スポーツの普及に貢献、地域の交通安全活動に尽力

生田　邦昭 政経文化 野口遵翁の顕彰活動と、青少年のキャリア教育の充実に貢献

椛山　達己 学芸文化 市民音楽活動の指導・育成及び、本市の音楽文化の発展に尽力

73 4 佐藤　邦典 学芸文化 「はげまし隊」による学校支援活動など、市民活動に尽力

水津　寿和子 学芸文化 「延岡の語り部萌ぎの会」の活動など、本市の文化振興に尽力

成迫　平五郎 学芸文化 県内の野生動植物の調査・研究・保護活動などに尽力

72 3

71 2

1958

70
令和
元年

67

63 24

60 21

56 17

57 18

74 5

28

64 25

69 30

66 27

65

68 29

26
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